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防災への意識改革 

ゴミゼロ運動 

成人式実行委員を募集 
自分たちで企画し、成人式を盛り上げてみませんか。 

家具転倒防止金具取り付けの申し込みは、１１月３０日が受付期限です。 

１０月２１日に実施します。各地区でごみ拾いに参加してください。 

e

!4

幼・保・小・中一貫教育プロジェクト 
中学生が体験した海外家庭生活と広島で平和を考える事業を紹介します。 

10月1日号 

w

y

「敬老の日」前の９月半ば、町内の各保育園と幼稚園ではおじいちゃん、おばあちゃんを招いて、一緒に園で触れ合う会が行われました。９月１３
日には東部保育園で祖父母の会があり、皆さん笑顔で楽しいひとときを過ごしていました。 

主な内容 



2

広報あぐい　２０１２年１０月１日号



広報あぐい　２０１２年１０月１日号

3

　平成６年度から行っている中学生海外
家庭生活体験事業。海外での生活を通し
て国際的な視野をもった心豊かな人材を
育成することを目的に、今年で１８回目と
なります。８月１４日（火）～２３日（木）の１０
日間、カナダのバンクーバーで１０人の生
徒がホームステイなどを体験しました。
　生徒たちは、ホームステイ先から語学
学校までの約１時間、バスや電車を使って１人で登校しなければなりません。道
に迷ってしまい地図とにらめっこしたり、英語で道を尋ねたりしながらも何とか
全員無事に通学することができました。通学時、生徒たちが道に迷って困ってい
ると、話しかけてくれ、親切に教えてくれた現地の人たち。その中には一緒に迷
子になりながら語学学校まで送ってくれた方もいたそうです。登校した生徒たち
は、午前中は語学学校で外国人講師の英語の授業を受け、午後は講師の先生と一
緒にバンクーバー周辺で英会話の実地訓練を行いました。
　ホームステイ先のホストファミリーと英語でコミュニケーションをとり、自分
の気持ちを伝えることにも苦労したようです。初日は全く聞き取れず戸惑ったり、
不安を感じたりしましたが、３日もすると会話ができるようになっていました。
言葉がわからず困っていても、何度でも話してくれました。わからないときは曖
昧にせず、意志表示をすることや、積極的に知っている単語などを使って会話す
ることもできました。
　この１０日間で生徒たちは、多くの人たちの優しさに触れて非常に感動し、助け
てもらって感謝の気持ちでいっぱいになりました。異文化に触れ、驚くことも数
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　今回の様子は、阿久比
中学校のブログにアップ
されています。阿久比中
学校ホームページにある
「日々の歩み（阿久比中ブ
ログ）」（http://blog.goo.
ne.jp/aguichu/）をご覧
ください。８月５日～６
日の平和体験、８月１４日
～２３日の海外家庭生活体
験以外にも中学校の活動
がわかる記事を掲載して
います。携帯電話を利用
の方は、右の
QRコードを
活用してくだ
さい。
□問い合わせ先
　学校教育課
　�（４８）１１１１（内２０２）

　阿久比中学校の１年生８人が８月５日（日）と
６日（月）の２日間、広島平和体験事業に参加し
ました。原爆被災都市である広島での見学や体
験を通じて、核兵器の恐ろしさや戦争の悲惨さ、
平和の尊さを再認識し、平和を守っていく態度
を育てることを目的として平成１０年度から始
まった事業です。
　初日は平和記念公園に行き、平和の願いを込
めて1年生全員でつくった千羽鶴を奉納しまし
た。平和記念資料館と袋町小学校平和資料館では、さまざまな展示資料を見学し、
原爆の恐ろしさを学びました。原爆を体験された語り部の方には、展示資料では
読み取ることができなかった原爆投下時の悲惨な状況を教えていただきました。
　２日目は、平和記念式典に参加しました。式典は毎年テレビなどで放送されて
いますが、中継からでは分からない広島の核兵器根絶への思いや平和への願いを、
現地で生徒たちは肌で感じることができました。さらに、現在では当たり前に
なってしまっている平和の尊さを、再認識することもできました。
　今回の平和体験事業では、原爆の恐ろしさや戦争の悲惨さについて学び、平和
について考えるという、中学生にとって貴重な体験をすることができました。２
学期の始業式に、この広島での平和体験を全校生徒に報告しました。１０月１９日に
行われる桜輝祭文化の部では、体験報告のパネルが展示される予定です。
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多くありましたが、英語力を磨くだけでなく、自分の意志をしっかりと相手に伝えること、困っている人に親切
にすることなど学びました。みんなバンクーバーの町も人も大好きになって帰ってきました。これら価値のある
体験が、将来国際社会で生徒たちが活躍するときの礎となることを期待しています。

〈原爆ドームの前にて〉
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オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

●循環バスの地区説明会を開催

乗り心地などを確かめる参加者

循環バスの地区説明会を９月６日～１２日に、勤労福
祉センター（エスペランス丸山）など町内４会場で開
催しました。
１０月からルートやダイヤが変更されることを受けて、
新たに乗り入れが始まったり、大幅な変更があったり
する地区で行われた説明会。今回の改正ポイントが担
当者から説明された後、参加者は担当者に「どのよう
に乗り継ぎをすれば目的地の病院へ行けるのか」など
の質問をしていました。
会場駐車場には循環バスと同型車両が用意され、参
加者は乗り心地やステップの高さを確認していました。

●敬老会で長寿を祝う

一緒に楽しく太鼓を演奏

町主催の敬老会が９月９日、勤労福祉センター（エ
スペランス丸山）であり、７０歳以上の高齢者３００人が
集まりました。
はじめに式典を行い、町長、社会福祉協議会会長に

よる「敬老のことば」や来賓による祝辞で、長年にわ
たり社会に貢献した皆さんの長寿を祝いました。
式典後のアトラクションでは、和太鼓サークル「か

つみ」のメンバーが来場者と一緒に、太鼓を打ち鳴ら
し楽しむ企画もありました。阿久比中学校吹奏楽部に
よる演奏では、なじみの曲に合わせて口ずさんだり体
を揺らしたりして、会場は大いに盛り上がりました。

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　政策協働課�（４８）１１１１（内３０３）
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●史上初の大熱戦

試合に臨む皆さん

町いきいきクラブ連合会の秋季ゲートボール大会が、
９月５日に町ゲートボール場で開かれました。９月に
入ってもまだまだ暑さが残る中、町内の１３チームは優
勝目指し、元気いっぱい熱い試合を繰り広げました。
決勝は、横松と椋岡の対戦。試合は両チーム譲らず
同点だったため、大会史上初となるゲート通しで勝敗
を決めることに。緊迫の展開は、ようやく２巡目で決
着しました。大会結果は、次のとおりです。
優勝　横松
準優勝　椋岡
第３位　大古根１、宮津山田

●睡眠が重要と講演

講演する田中秀樹教授

子どもたちの睡眠についての講演会が９月７日、中
央公民館でありました。参加したのは、町内の保育園、
幼稚園、小学校、中学校、高校に勤める職員やそこに
通う子どもの保護者など７０人。講師を務めた広島国際
大学教授の田中秀樹さんは参加者に「睡眠をはじめと
する基本的な生活習慣が、子どもたちのしっかりとし
た成長には重要です」と話しました。
学校保健課題解決支援事業（文部科学省委託事業）

の愛知県モデル地区に今年度指定された阿久比町。今
後も各園や学校と家庭が協力して、睡眠に関するさま
ざまな取り組みを行っていきます。
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○
八
月
二
十
七
日（
月
）

　

前
号
の
報
告
同
様
、
ま
た
も
や
ゴ
ー

ヤ
の
実
が
完
熟
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

も
う
少
し
大
き
く
な
る
か
と
思
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
土
曜
日
と
日
曜
日
の

二
日
間
で
生
育
の
行
方
は
、
大
き
く
な

る
よ
り
も
熟
す
方
に
向
い
て
し
ま
っ

た
よ
う
で
す
。

　

来
年
用
の
種
を
取
る
た
め
に
、
中
身

を
出
し
て
乾
燥
さ
せ
ま
す
。
前
回
の
分

と
合
わ
せ
て
、
来
年
用
の
種
は
し
っ
か

り
確
保
で
き
ま
し
た
。

○
九
月
四
日（
火
）

　

八
月
が
終
わ
り
、
九
月
に
入
っ
て
も

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

夏
の
花
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

ア
サ
ガ
オ
は
、
ま
だ
ま
だ
元
気
に
咲
き

誇
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
青
と
紫
の
二
色
の
花
が
咲

き
ま
し
た
。
緑
の
カ
ー
テ
ン
に
は
、

ゴ
ー
ヤ
の
黄
色
く
か
わ
い
ら
し
い
花

も
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
こ
に

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
花
も
加

わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
、
水
や
り
に
精

を
出
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
環
境
課
環
境
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
１
０
）

行行
政政
相相
談談
をを
ごご
利利
用用
くく
だだ
ささ
いい

十
月
十
五
日
〜
十
月
二
十
一
日
は

「
行
政
相
談
週
間
」
で
す

　

総
務
省
の
行
政
相
談
は
、
国
の
行
政
全

般
に
つ
い
て
皆
さ
ん
か
ら
苦
情
や
意
見
・

要
望
を
聴
き
、
公
正
・
中
立
の
立
場
で
関

係
行
政
機
関
な
ど
に
必
要
な
あ
っ
せ
ん
を

行
い
ま
す
。
解
決
や
実
現
の
促
進
を
図
る

と
と
も
に
、
皆
さ
ん
の
声
を
行
政
の
制
度

お
よ
び
運
営
の
改
善
に
い
か
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
制
度
を
皆
さ
ん
に
よ
く
知
っ
て
い

た
だ
き
、
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
十

月
十
五
日（
月
）〜
二
十
一
日（
日
）に
「
行

政
相
談
週
間
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

期
間
中
に
開
催
す
る
行
政
相
談
所
、
一

日
合
同
行
政
相
談
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
阿
久
比
町
の
行
政
相
談
所
】

□
日　

時　

十
月
十
八
日（
木
）午
前
九
時

　

半
〜
午
前
十
一
時
半

□
場　

所

　

中
央
公
民
館
本
館
３
０
８
号
室

　

担
当
者　

伊
藤
政
則
行
政
相
談
委
員

※　
「
行
政
相
談
委
員
」
は
、
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
て
い
る
民
間
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
６
）

【
一
日
合
同
行
政
相
談
所
を
開
設
】

　

総
務
省
中
部
管
区
行
政
評
価
局
で
は
、

次
の
と
お
り
「
一
日
合
同
行
政
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す
。

　

年
金
、
税
金
、
登
記
な
ど
の
行
政
相
談

を
は
じ
め
、
相
続
、
離
婚
な
ど
の
法
律
相

談
も
受
け
付
け
ま
す
。

□
日　

時　

十
月
十
七
日（
水
）午
前
十
時

　

〜
午
後
三
時

□
場　

所　

明
治
安
田
生
命
ビ
ル
十
六
階

　

ホ
ー
ル
（
名
古
屋
市
）

※　

地
下
鉄
「
栄
駅
」
五
番
出
口
か
ら
徒

　

歩
一
分

□
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
省
中
部
管
区
行
政
評
価
局

　

�
０
５
２（
９
７
２
）７
４
１
５

　
　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

　

当
日
都
合
の
悪
い
方
は
、
次
の
と
こ
ろ

で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◎
く
ら
し
の
行
政
・
法
律
相
談
所

　

名
古
屋
市
中
区
錦
３
‐　

‐　
２３

３１

　

栄
町
ビ
ル
九
階

　

�
０
５
２（
９
６
１
）４
５
２
２

※ 　

相
談
時
間
は
午
前
十
時
〜
午
後
六

　

時
、
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
み

◎
行
政
苦
情
１
１
０
番

（
総
務
省
中
部
管
区
行
政
評
価
局
首
席

行
政
相
談
官
室
）

　

名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
２
‐
５
‐
１

　

名
古
屋
合
同
庁
舎
第
２
号
館
四
階

　

�（
０
５
７
０
）０
９
０
１
１
０
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１９１ 
防災交通課 
fl（４８）１１１１ 
（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　防災行政無線が聞き取りにくい場合は
�（４８）７０３０で確認してください。最新の
メッセージを聞くことができます。

行政無線情報は電話でも

　町民の皆さんに災害に関する情報、台風などの気
象情報を迅速、的確にお知らせするために「あんし
ん防災ねっと」を開設しています。
災害時緊急メール

　自分の携帯電話のメールアドレスを登録すること
で、町から発信する防災の緊急情報などをメールで
お知らせします。
　携帯電話のインターネット接続画面からアドレ
ス（http://www.anshin-bousai.net/agui/）を入力
して、登録画面にお進みください。
※　すべての携帯電話端末に対応し
ています。

　　バーコードリーダー機能がある
携帯電話をお持ちの方は、右のＱＲ
コードをご利用ください。

　　登録者数　１,５５３ 人（平成２４年９月１日現在）
　　町ホームページ（http://www.town.agui.lg.jp/）
からも閲覧できます。
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南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
域
と
す
る
巨
大
地

震
が
発
生
し
た
と
き
、
阿
久
比
町
で
は
最

大
震
度
が
「
震
度
七
」
と
想
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
地
震
へ
の
備
え
は
、
各
家
庭
で
お

済
み
で
し
ょ
う
か
。

　

町
で
は
、
地
震
発
生
時
の
家
具
の
転
倒

に
よ
る
死
亡
・
負
傷
な
ど
を
減
ら
す
た
め
、

対
象
と
な
る
家
庭
の
家
具
転
倒
防
止
金
具

を
無
償
で
取
り
付
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
受
け
付
け
は
、
十
一
月
三
十

日（
金
）ま
で
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
対
象
と
な
る
世
帯

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
町
内
に
住

所
を
有
し
て
い
て
取
り
付
け
を
希
望
す
る

世
帯
と
し
ま
す
。

①　

満
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で

構
成
さ
れ
る
世
帯

②　

身
体
障
害
者
手
帳
三
級
以
上
の
方
が

属
す
る
世
帯

③　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
三
級
以

上
の
方
が
属
す
る
世
帯

④　

療
育
手
帳
Ｂ
判
定
以
上
の
方
が
属
す

る
世
帯

⑤　

母
子
世
帯
で
義
務
教
育
就
学
中
ま
た

は
就
学
以
前
の
子
供
が
属
す
る
世
帯

（
た
だ
し
、
義
務
教
育
終
了
後
の
子
ど

も
が
い
る
場
合
に
は
対
象
外
で
す
。）

⑥　

愛
知
県
特
定
疾
患
医
療
給
付
を
受
給

し
て
い
る
方
の
う
ち
、
重
症
患
者
の
認

定
を
受
け
て
い
る
方
が
属
す
る
世
帯

⑦　

①
〜
⑥
に
準
ず
る
世
帯
で
、
障
害
者

手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
が
、

税
法
上
の
特
別
障
害
者
控
除
に
該
当
す

る
方
が
属
す
る
世
帯

○
申
し
込
み
方
法
（
手
順
）

①　

防
災
交
通
課
窓
口
で
配
布
す
る
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

印
鑑
が
必
要
で
す
の
で
、
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
閉
庁
日
を
除
く
十
一
月
三
十

日
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

②　

取
り
付
け
を
希
望
す
る
家
具
な
ど
の

下
見
の
日
程
を
調
整
す
る
た
め
、
後
日
、

防
災
交
通
課
か
ら
電
話
連
絡
し
ま
す
。

③　

町
が
委
託
契
約
し
た
施
工
業
者
と
一

緒
に
防
災
交
通
課
担
当
者
が
訪
問
し
、

家
具
な
ど
の
下
見
を
し
ま
す
。

④　

施
工
業
者
と
取
り
付
け
作
業
日
時
を

決
定
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

　

金
具
の
取
り
付
け
対
象
と
な
る
の
は
、

居
住
す
る
家
屋
の
寝
室
や
居
間
な
ど
に
設

置
し
て
あ
る
家
具
（
洋
服
ダ
ン
ス
・
和
ダ

ン
ス
・
食
器
戸
棚
な
ど
）
で
す
。
家
電
や

仏
壇
は
対
象
外
で
す
。
一
世
帯
四
点
ま
で

と
な
り
、
費
用
は
町
が
負
担
し
ま
す
。

　

町
が
指
定
す
る
チ
ェ
ー
ン
や
Ｌ
型
金
属

金
具
な
ど
を
使
用
し
、
壁
・
柱
な
ど
に
固

定
し
ま
す
。
固
定
す
る
た
め
に
家
具
な
ど

の
移
動
が
必
要
な
場
合
は
、
各
家
庭
で
移

動
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

家
具
や
書
庫
な
ど
の
転
倒
防
止
に
つ
い

て
は
、「
あ
い
ち
防
災
協
働
社
会
推
進
協
議

会
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.p

ref.aichi.jp/００００００３４０５
.htm
l

）
も
参
考

に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

地
震
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
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次
の
十
六
冊
か
ら
好
き
な
図
書
を
読
み
、

簡
単
な
読
書
感
想
文
を
は
が
き
に
書
い
て

お
送
り
く
だ
さ
い
。
選
考
に
よ
り
、
図
書

カ
ー
ド
ま
た
は
児
童
図
書
を
贈
り
ま
す
。

□
感
想
文
募
集
図
書

【
幼
児
向
】　
『
し
ろ
も
く
ろ
も
、
み
ん
な

お
い
で
』
／
あ
べ
弘
士
作
・
絵
／
童
心

社
、『
さ
あ
、
と
ん
で
ご
ら
ん
！
』
／

サ
イ
モ
ン
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
作
／
福
本
友

美
子
訳
／
岩
崎
書
店
、『
い
ち
に
ち
お
も

ち
ゃ
』
／
ふ
く
べ
あ
き
ひ
ろ
作
／
か
わ

し
ま
な
な
え
絵
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

【
小
学
生
低
学
年
向
】　
『
続
々
し
ご
と

ば
』
／
鈴
木
の
り
た
け
作
・
絵
／
ブ
ロ

ン
ズ
新
社
、『
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ィ
ー
の
こ
い

ぬ
』
／
マ
イ
ラ
・
ベ
リ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン

作
／
ド
ロ
シ
ー
・
マ
リ
ノ
絵
／
ま
さ
き

る
り
こ
訳
／
あ
す
な
ろ
書
房
、『
じ
っ

ち
ょ
り
ん
の
あ
る
く
み
ち
』
／
か
と
う

あ
じ
ゅ
作
・
絵
／
文
渓
堂

【
小
学
校
中
学
年
向
】　
『
消
防
車
と
ハ
イ

パ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー
』
／
モ
リ
ナ
ガ
ヨ
ウ

作
／
あ
か
ね
書
房
、『
新
幹
線
の
た
び
〜

は
や
ぶ
さ
・
の
ぞ
み
・
さ
く
ら
で
日
本

縦
断
〜
』
／
コ
マ
ヤ
ス
カ
ン
作
／
講
談

社
、『
ネ
ズ
ミ
さ
ん
と
モ
グ
ラ
く
ん
の
楽

し
い
お
う
ち
』
／
ウ
ォ
ン
・
ハ
ー
バ
ー

ド
・
イ
ー
作
・
絵
／
小
野
原
千
鶴
訳
／

小
峰
書
店

【
小
学
校
高
学
年
向
】　
『
丘
は
う
た
う
』

／
マ
イ
ン
ダ
ー
ト
・
デ
ィ
ヤ
ン
グ
作
／

モ
ー
リ
ス
・
セ
ン
ダ
ッ
ク
絵
／
脇
明
子

訳
／
福
音
館
書
店
、『
ピ
ー
ス
・
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
』／
岩
瀬
成
子
作
／
偕
成
社
、　

『
小
さ
な
バ
イ
キ
ン
グ
ビ
ッ
ケ
』
／

ル
ー
ネ
ル
・
ヨ
ン
ソ
ン
作
／
エ
ー

ヴ
ェ
ッ
ト
・
カ
ー
ル
ソ
ン
絵
／
石
渡
利

康
訳
／
評
論
社

【
中
学
生
・
高
校
生
向
】　
『
エ
リ
ザ
ベ
ス

女
王
の
お
針
子
―
裏
切
り
の
麗
し
き
マ

ン
ト
―
』
／
ケ
イ
ト
・
ペ
ニ
ン
ト
ン
作

／
こ
み
ね
ゆ
ら
絵
／
柳
井
薫
訳
／
徳
間

書
店
、『
ハ
テ
ィ
の
は
て
し
な
い
空
』

／
カ
ー
ビ
ー
・
ラ
ー
ソ
ン
作
／
杉
田
七

重
訳
／
鈴
木
出
版

【
青
年
向
】　
『
困
っ
て
る
ひ
と
』
／
大
野

更
紗
作
／
ポ
プ
ラ
社
、『
下
町
ロ
ケ
ッ

ト
』
／
池
井
戸
潤
作
／
小
学
館

□
応
募
方
法　

官
製
は
が
き
に
、
作
品
名

と
感
想
、
住
所
、
氏
名
、
学
校
名
・
学

年
ま
た
は
職
業
、
年
齢
を
記
入
の
上
、

次
の
と
こ
ろ
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

〒
４
６
０
‐
８
５
０
１　

愛
知
県
庁
内

　

愛
知
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
事
務
局

「
読
書
感
想
文
」
係

□
応
募
期
限　

十
一
月
五
日（
月
）必
着

□
主　

催　

愛
知
県
、
愛
知
県
青
少
年
育

成
県
民
会
議

□
問
い
合
わ
せ
先　

愛
知
県
県
民
生
活
部

社
会
活
動
推
進
課
青
少
年
グ
ル
ー
プ

　

�
０
５
２（
９
５
４
）６
１
７
５

十
月
は
『
第
五
十
一
回
青
少
年

に
よ
い
本
を
す
す
め
る
県
民
運

動
』
強
調
月
間
で
す

　１０月２７日～１１月９日は読書週間です。
　町立図書館では、本への親しみ、図書館への
関心を深めてもらうことを目的に、小学生の皆
さんが司書の仕事を体験する「あなたも図書館
司書」を読書週間事業として開催します。
　体験希望児童からの申し込みをお待ちしてい
ます。
□日　時　１０月２０日（土）
　　　　　午前１０時３０分～正午（午前の部）
　　　　　午後１時３０分～午後３時（午後の部）
□場　所　町立図書館
□対　象　４年生以上の小学生
□定　員　午前の部・午後の部とも各６人（定員を超えた場合は抽選）
□活動内容　装丁（本のフィルムかけ）と受け付け業務
□申込期間　１０月２日（火）～１０日（水）
□申し込み・問い合わせ先　町立図書館　�（４８）６２３１

「
育
て
育
て
よ
う
よ
う 

　
豊
か

　
豊
か
な
心
　
読
書
か

な
心
　
読
書
か
ら
」 
読
書
感
想
文
を
募
集 

「
育
て
よ
う 

　
豊
か
な
心
　
読
書
か
ら
」 
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Information

お知らせ  
InformationInformation

�□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
内
容　

保
健
事
業
事
務

□
勤
務
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
オ
ア
シ

ス
セ
ン
タ
ー
内
）

□
勤
務
期
間　

十
一
月
一
日
〜
平
成
二
十

五
年
三
月
三
十
一
日

□
勤
務
形
態　

週
二
日
程
度

□
賃　

金　

時
間
給
二
千
百
円

□
応
募
資
格　

保
健
師
資
格
の
あ
る
年
齢

六
十
四
歳
（
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日

現
在
）
ま
で
の
健
康
な
方
（
六
十
五
歳

定
年
）

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・

写
真
添
付
）、
保
健
師
免
許
の
写
し

□
申
込
期
限　

十
月
十
二
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
介
護
課
保
健
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
１
１
）

�□
日　

時　

十
月
二
十
七
日（
土
）午
後
一

時
半
〜
午
後
三
時

□
場　

所　

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
エ
ス

ペ
ラ
ン
ス
丸
山
）

□
定　

員　

五
百
人

□
受
講
券
料
金　

一
枚
五
百
円

□
受
講
券
発
売
開
始
日　

十
月
十
日（
水
）

□
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
６
２
・
２

８
０
）

�
��
�
�
�
�	


�
�


�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

����������������������������������������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

　安心して子どもを生み、子育てしやすい環境をつくるために、平成１５年７月に「次世代
育成支援対策推進法」が成立し、社会が一丸となって、次世代の育成を支援していく施策
を進めています。
　町では、平成１７年３月に「阿久比町次世代育成支援行動計画」を策定し、一人でも多く
の方が子育てに伴う喜びが実感できるよう支援するための取り組みを行っています。
◆基本理念
　　阿久比町に住むすべての子どもが次代の担い手として、心身ともに健康で安心と自信
を持って暮らし、子どもらが輝きながら生きる力を育むとともに、全ての家庭が安心し
て子どもを育てることができるような環境づくりを目指します。

子どもが健康で輝きながら育つまち　阿久比
◆施策の基本的な方向性
　・地域における子育ての支援
　・母性ならびに乳幼児等の健康の確保および増進
　・子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備
　・子育てを支援する生活環境の整備
　・職業生活と家庭生活との両立の推進等
　・子ども等の安全確保
　・要保護児童への対応などきめ細かな取り組みの推進
◆計画の期間
　・平成１７年度から平成２１年度までの５年間を前期計画とし、平成２２年度から平成２６年度

までを後期計画とします。後期計画については、前期計画の中間評価などを踏まえ平
成２１年度中に策定しました。

◆主な施策の目標値と進展状況
　町ホームページhttp://www.town.agui.lg.jp/ka/jisedaikeikakuh２３.htmlをご覧ください。
　□問い合わせ先　子育て支援課　�（４８）１１１１（内３０１）

阿久比町次世代育成支援行動計画の進展状況を公表します 阿久比町次世代育成支援行動計画の進展状況を公表します 阿久比町次世代育成支援行動計画の進展状況を公表します 
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�
　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
、
家
庭
で
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
が
多

数
い
ま
す
。
こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
が
家

庭
的
な
環
境
の
中
で
愛
情
に
包
ま
れ
な
が

ら
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
愛
知
県
で
は
「
里

親
委
託
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
多
く
の

方
に
里
親
養
育
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

実
際
に
活
動
し
て
い
る
里
親
さ
ん
に
体
験

発
表
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

□
日　

時　

十
一
月
十
五
日（
木
）午
前
十

時
半
〜
午
後
零
時
半

□
場　

所　

大
府
市
役
所
会
議
室

□
内　

容　

里
親
制
度
・
里
親
ヘ
ル
パ
ー

制
度
の
説
明
、
養
子
縁
組
型
里
親
・
養

育
型
里
親
の
体
験
発
表

□
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
児
童
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

　

�（
２
２
）３
９
３
９

�
　

こ
れ
ま
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘

れ
た
ま
ま
二
年
を
超
え
る
と
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
過

去
十
年
以
内（
平
成
十
四
年
十
月
分
以
降
）

の
納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
後
納
制
度
が
、
こ
の
十
月
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
制
度
は
、
平
成
二
十
七
年

九
月
ま
で
の
三
年
間
限
り
で
す
。「
年
金

機
能
強
化
法
」
に
よ
り
、
平
成
二
十
七
年

十
月
か
ら
は
受
給
資
格
期
間
が
、
こ
れ
ま

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



で
の
二
十
五
年
（
三
百
月
）
か
ら
十
年

（
百
二
十
月
）
に
短
縮
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
将
来
受
け

取
る
年
金
の
増
額
や
、
年
金
の
受
給
資
格

が
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

後
納
制
度
に
よ
る
保
険
料
納
付
に
は
、

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
審
査
の

結
果
に
よ
っ
て
は
、
制
度
を
ご
利
用
い
た

だ
け
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

　

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

�
０
５
７
０（
０
１
１
）０
５
０

　

半
田
年
金
事
務
所

　

�（
２
１
）２
３
２
２

高辻出口 

堀田入口 

呼続出口 

笠寺入口 

天白川 

大高入口 

名四連絡路入口 

名古屋高速→伊勢湾岸自動車道 

名古屋高速→名二環 

名四連絡路出口 

知多道路連絡路出口 
大高出口 

星崎入口 

笠寺出口 

呼続入口 

高速３号大高線（南行き） 
鶴舞南ＪＣＴ～名古屋南ＪＣＴ 
通行止め 

堀田出口 

高辻入口 

鶴舞南ＪＣＴ 

（南行き） 

山崎
川 

知多道路連絡入口 

名古屋南 JCT

鶴舞南 JCT

名四連絡路入口 

　工事期間中は、交通渋滞が予想されますので、車の利用
を控え、公共交通機関をご利用いただきますよう、ご協力
をお願いします。

□工事実施期間
　１１月３日（土・祝）午前０時～
　８日（木）午後１２時（１１月８日は
予備日）
□工事区間
　高速３号大高線南行き
（鶴舞南 JCT ～名古屋南 JCT）
□通行止め区間
　高速３号大高線下り線
　鶴舞南 JCT →名古屋南 JCT
□閉鎖する出入口
　鶴舞南 JCT 部（都心環状線→大
高方面）
　名古屋南 JCT 部（名古屋高速→
伊勢湾岸自動車道、名古屋高速
→名二環）
　高辻入口、呼続入口、堀田出口、
笠寺出口、大高出口、知多半島
道路連絡路出口、名四国道連絡
路出口
□問い合わせ先
　名古屋高速道路公社保全施設部
　�０５２（９１９）３２０２
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�
　

子
育
て
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
次
の
社

会
を
担
う
児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
目
的

と
し
て
、
児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

児
童
手
当
は
、
中
学
校
修
了
前
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
支
給
か
ら
、
制
限
額
以
上
の
所
得

が
あ
る
方
に
は
、
児
童
手
当
に
代
え
て

「
特
例
給
付
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
六
月
分
〜
九
月
分
の
児
童
手

当
・
特
例
給
付
を
十
月
十
日（
水
）に
、
指

定
さ
れ
た
金
融
機
関
の
口
座
に
振
り
込
み

ま
す
。
毎
年
二
月
、
六
月
、
十
月
が
支
給

時
期
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
の
児

童
手
当
・
特
例
給
付
を
支
給
し
ま
す
。

□
支
給
月
額
（
児
童
一
人
に
つ
き
）

　

児
童
手
当

　

▽
三
歳
未
満　

一
万
五
千
円 

　

▽
三
歳
〜
小
学
校
修
了
前　

一
万
円

　
（
第
三
子
以
降
は
一
万
五
千
円
） 

　

▽
中
学
生　

一
万
円

　

特
例
給
付　

五
千
円

□
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
１
）

�
　

十
月
一
日
か
ら
「
障
害
者
虐
待
の
防
止
、

障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関

す
る
法
律
」（
障
害
者
虐
待
防
止
法
）
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
に
は
、
障
が
い
者
に
対
す
る

虐
待
の
禁
止
・
予
防
、
養
護
者
に
対
す
る

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

支
援
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
者
虐
待
に
は
次
の
五
種
類
が
あ

り
ま
す
。

○
身
体
的
虐
待
（
暴
力
や
体
罰
に
よ
っ
て

体
に
傷
や
痛
み
を
与
え
る
行
為
な
ど
）

○
性
的
虐
待
（
性
的
な
行
為
や
そ
の
強
要

な
ど
）

○
心
理
的
虐
待
（
脅
し
、
侮
辱
、
無
視
、

嫌
が
ら
せ
な
ど
）

○
放
棄
・
放
任
（
身
辺
の
世
話
や
介
助
を

し
な
い
、
必
要
な
医
療
を
受
け
さ
せ
な

い
な
ど
）

○
経
済
的
虐
待
（
本
人
の
同
意
を
得
な

か
っ
た
り
、
だ
ま
し
た
り
し
て
財
産
や

年
金
、
賃
金
を
勝
手
に
使
っ
て
し
ま
う

な
ど
）

　

障
害
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
相
談
窓
口

と
な
る
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
の
設

置
も
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
で
も
障
害

者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
を
設
け
、
虐
待
に

関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
（
住
民
福

祉
課
社
会
福
祉
係
）　

�（
４
８
）１
１

１
１
（
内
３
０
６
・
３
４
６
）

�
　

生
活
の
幅
を
広
げ
る
機
会
と
し
て
、
障

が
い
者
を
対
象
に
経
験
者
向
け
趣
味
の
パ

ソ
コ
ン
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

ご
自
身
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
持
ち
込

み
可
能
な
方
が
対
象
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
が

持
ち
込
め
な
い
方
は
、
台
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
が
貸
し
出
し
ま
す
の
で
、
申
し
込

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

み
の
際
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

□
開
催
日　

十
月
三
十
一
日
、
十
一
月
七

日
、
十
四
日
、
二
十
一
日
の
各
水
曜
日

（
計
四
回
コ
ー
ス
）

□
時　

間　

午
後
二
時
〜
午
後
四
時

□
場　

所　

障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
（
東
海
市
元
浜
町　

）
１０

□
内　

容　

ワ
ー
ド
で
マ
イ
カ
ー
ド
を
作

ろ
う
、
年
賀
は
が
き
作
成

□
定　

員　

八
人

□
参
加
費　

無
料

　
（
印
刷
代
は
実
費
。
数
百
円
程
度
）

□
申
込
期
間

　

十
月
九
日（
火
）〜
二
十
四
日（
水
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　

�
０
５
６
２（
３
９
）２
７
７
３

�
　

介
護
現
場
で
必
要
な
資
格
を
取
得
し
、

正
し
い
倫
理
・
知
識
・
技
術
を
身
に
付
け

ま
す
。

　

身
体
（
軽
度
な
方
）、
知
的
、
精
神
の
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
が
対
象
で
す
。

□
訓
練
期
間　

十
二
月
十
四
日（
金
）〜
平

成
二
十
五
年
三
月
十
五
日（
金
）の
毎
週

水
曜
日
、
木
曜
日
、
金
曜
日

□
時　

間　

午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
半

□
場　

所　

ク
レ
ア
安
心
福
祉
（
安
城
市

高
棚
町
東
山　

）
８３

□
定　

員　

七
人
（
面
接
で
選
考
）

□
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
五
千
四

百
円
が
別
途
必
要
）

□
申
し
込
み
方
法　

十
一
月
十
九
日（
月
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�



�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

ま
で
に
公
共
職
業
安
定
所
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。（
受
講
に
は
求
職
登
録

が
必
要
で
す
。）

□
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

�
０
５
３
３（
９
３
）２
１
０
２

�
　

心
の
健
康
づ
く
り
と
、
精
神
障
が
い
・

い
じ
め
・
自
殺
な
ど
に
対
す
る
正
し
い
理

解
を
推
進
す
る
た
め
「
こ
こ
ろ
の
健
康

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
あ
い
ち
」
を
開
催
し
ま

す
。

□
日　

時　

十
一
月
十
日（
土
）午
前
十
時

〜
午
後
四
時

□
場　

所　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館
（
雁

宿
ホ
ー
ル
）

□
内　

容

　

【
午
前
十
時
〜
】

　
　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
（
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
演
奏
）

　
　

ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
太
鼓
、

大
衆
演
芸
な
ど
）

　
　

知
多
半
島
地
域
の
事
業
所
や
精
神
科

病
院
な
ど
の
紹
介
、
作
品
展
示
、
バ

ザ
ー
・
自
主
製
品
の
販
売
な
ど

　

【
午
前
十
時
半
〜
】　

当
事
者
交
流
会

　

【
午
後
一
時
〜
】　

式
典

　

【
午
後
二
時
〜
】　

増
岡
弘
氏
に
よ
る

講
演
会
「
マ
ス
オ
さ
ん
の
心
づ
く
り
健

康
づ
く
り
」

□
問
い
合
わ
せ
先　

半
田
保
健
所
健
康
支

援
課
こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ

　

�（
２
１
）３
３
４
０

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
	


�
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毎
年
十
月
は
、環
境
省
主
唱
に
よ
る「
全

国
・
自
然
歩
道
を
歩
こ
う
月
間
」
で
す
。

　

県
で
は
、
愛
知
県
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会

と
共
催
で
「
第
三
十
一
回
全
国
・
自
然
歩

道
を
歩
こ
う
大
会
愛
知
県
大
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

小
雨
決
行
で
、
事
前
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。
昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具
、
健
康
保

険
証
な
ど
は
各
自
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

□
日　

時　

十
月
二
十
一
日（
日
）

　

午
前
九
時
半　

集
合

　

午
前
九
時
五
十
分　

定
光
寺
公
園
出
発

　

午
後
二
時
半　

中
水
野
駅
到
着
予
定

□
集
合
場
所　

定
光
寺
公
園
正
伝
池
東
側

広
場
（
瀬
戸
市
定
光
寺
町
）

※　

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、

Ｊ
Ｒ
定
光
寺
駅
か
ら
は
東
海
自
然
歩
道

を
通
り
、
定
光
寺
公
園
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

□
コ
ー
ス　

東
海
自
然
歩
道
ほ
か
瀬
戸
市

内
約
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
定
光
寺
公
園

〜
定
光
寺
〜
東
海
自
然
歩
道
〜
定
光
寺

自
然
休
養
林
森
林
交
流
館
〜
ま
な
び
の

径
〜
愛
知
環
状
鉄
道
中
水
野
駅
）

□
参
加
費

　

一
般
は
二
百
円
、
中
学
生
以
下
は
百
円

（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
保
険
代
。
同
様

の
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
は
無
料
）

□
問
い
合
わ
せ
先　

愛
知
県
環
境
部
自
然

環
境
課
調
整
・
施
設
グ
ル
ー
プ

　

�
０
５
２（
９
５
４
）６
２
２
７
（
ダ
イ

ヤ
ル
イ
ン
）

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�



�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
　

胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）、
人
工

呼
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
使
い
方
な
ど
を
習
得
す
る
講
習
を
行
い

ま
す
。
心
肺
蘇
生
法
の
内
容
が
昨
年
と
一

�
�
�
�
�
�
�
	



部
変
わ
り
ま
し
た
。

□
日
時
・
場
所
・
定
員

　

▽
十
一
月
十
四
日（
水
）午
後
一
時
半
〜

午
後
四
時
半
・
阿
久
比
町
立
中
央
公

民
館
本
館
・
定
員
二
十
人（
先
着
順
）

　

▽
十
一
月
二
十
三
日（
金
・
祝
）午
後
一

時
半
〜
午
後
四
時
半
・
半
田
消
防

署
・
定
員
三
十
人
（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

　

阿
久
比
支
署　

�（
４
７
）０
１
１
９

　

半
田
消
防
署　

�（
２
１
）１
４
９
２

　

Ｈ
Ｐ

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/
̃chitachu/

　

季
節
が
変
わ
り
、
北
風
が
吹
く
こ
ろ
に

な
る
と
空
気
は
乾
燥
し
ま
す
。
青
々
と
し

て
い
た
草
も
い
つ
し
か
枯
れ
草
と
な
り
、

枯
れ
草
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

枯
れ
草
は
大
変
燃
え
や
す
く
、
タ
バ
コ

の
投
げ
捨
て
や
子
ど
も
の
火
遊
び
な
ど
の

小
さ
な
火
か
ら
容
易
に
燃
え
広
が
り
ま
す
。　

特
に
住
宅
周
辺
に
繁
茂
し
て
い
る
枯
れ

草
は
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
建
物
に

燃
え
移
る
危
険
性
が
高
い
た
め
、
消
防
署

で
は
枯
れ
草
と
な
る
前
の
刈
り
取
り
を
呼

び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

枯
草
火
災
に
よ
る
被
害
を
な
く
す
た
め

に
も
空
地
の
所
有
者
・
管
理
者
は
、
建
物

か
ら
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
範
囲
（
草
丈
二

十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
）
の
草
を
刈
り

取
り
、
適
切
な
方
法
で
処
分
し
て
く
だ
さ

い
。

　

消
防
署
は
、
十
一
月
か
ら
町
内
の
枯
れ

草
繁
茂
地
を
調
査
し
、
火
災
予
防
上
危
険

な
場
所
は
所
有
者
・
管
理
者
に
刈
り
取
り

を
依
頼
し
ま
す
。

　

建
物
の
近
く
に
枯
れ
草
が
繁
茂
し
て
い

る
よ
う
な
場
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
消
防

署
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

半
田
消
防
署
阿
久
比

支
署　

�（
４
７
）０
１
１
９

タバコの投げ捨ては 
やめましょう 

建物から１０m以内の 
枯草は 　　 です 危険 危険 危険 
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�
　

わ
た
し
た
ち
の
家
庭
か
ら
出
る
生
活
排

水
は
、
川
や
海
な
ど
の
水
の
汚
れ
の
大
き

な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

愛
知
県
で
は
、
毎
年
十
月
を
「
ク
リ
ー

ン
排
水
推
進
月
間
」
お
よ
び
「
浄
化
槽
強

調
月
間
」
と
定
め
、
家
庭
で
の
生
活
排
水

対
策
や
浄
化
槽
の
適
正
管
理
な
ど
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　

生
活
排
水
対
策
は
、
一
人
一
人
の
取
り

組
み
が
大
き
な
効
果
に
つ
な
が
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

身
近
な
生
活
排
水
対
策

・
食
べ
残
し
、
飲
み
残
し
を
し
な
い

・
三
角
コ
ー
ナ
ー
や
水
き
り
ネ
ッ
ト
を

使
っ
て
汚
れ
を
取
り
除
く

・
使
用
済
み
油
は
吸
収
剤
や
新
聞
紙
な
ど

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
��
�
�
�
	


�
�
�
�
�

に
吸
わ
せ
て
可
燃
ご
み
と
し
て
捨
て
る

・
洗
剤
は
正
し
く
計
っ
て
使
う

浄
化
槽
の
適
正
な
管
理

　

浄
化
槽
を
管
理
す
る
全
て
の
方
は
、
法

律
に
よ
り
保
守
点
検
・
清
掃
を
実
施
し
、

法
定
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

浄
化
槽
を
効
果
的
に
長
く
ご
使
用
い
た

だ
く
た
め
、
適
正
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
環
境
課
環
境
係　

�（
４
８
）１
１

１
１
（
内
３
１
７
・
３
１
０
）

　

愛
知
県
水
地
盤
環
境
課　

�
０
５
２

（
９
５
４
）６
２
１
９

　

知
多
県
民
セ
ン
タ
ー
環
境
保
全
課

　

�（
２
１
）８
１
１
１

�
　
「
わ
ー
く
り
ぃ
知
多
」
は
、
中
小
企
業
で

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

働
く
事
業
主
、
勤
労
者
（
パ
ー
ト
労
働
者

を
含
み
ま
す
。）
を
対
象
に
、
個
々
の
企
業

で
は
で
き
な
い
福
利
厚
生
事
業
や
給
付
事

業
を
提
供
し
ま
す
。

□
サ
ー
ビ
ス
内
容

・
い
ざ
と
い
う
と
き
の
共
済
給
付
事
業

・
テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
提
携
施
設
の
割
引

利
用

・
会
員
証
提
示
に
よ
る
協
力
店
割
引
利
用

・
従
業
員
の
健
康
管
理

・
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
な
ど
各
種
チ
ケ
ッ
ト
の

あ
っ
せ
ん

・
楽
し
い
催
し
を
開
催

・
専
用
夏
季
保
養
所
の
利
用

□
入
会
で
き
る
方　

中
小
企
業
で
働
く
勤

労
者
、
事
業
主
の
方
（
個
人
事
業
主
、

パ
ー
ト
従
業
員
も
加
入
で
き
ま
す
が
、

事
業
所
単
位
で
の
加
入
の
た
め
個
人
で

の
加
入
は
で
き
ま
せ
ん
。）

□
入
会
金
・
会
費

　

▽
入
会
金　

一
人
千
円
（
全
額
事
業
主

負
担
）

　

▽
会
費　

一
人
月
額
千
円
（
事
業
主
負

担
六
百
円
以
上
、
パ
ー
ト
従
業
員
分

補
助
有
り
。）

　

十
月
一
日
〜
十
二
月
十
五
日
の
期
間
、

新
規
会
員
募
集
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
期
間
中
に
新
規
加
入
さ
れ

た
方
（
二
人
以
上
の
事
業
所
）
に
、
会
員

一
人
に
つ
き
千
円
の
ギ
フ
ト
券
を
進
呈
し

ま
す
。
紹
介
い
た
だ
い
た
方
に
も
ギ
フ
ト

券
を
進
呈
し
ま
す
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

わ
ー
く
り
ぃ
知
多
（
知
多
地
区
勤
労
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
事
務
局
【
東

海
市
立
勤
労
セ
ン
タ
ー
内
】）

　

�
０
１
２
０（
２
９
）５
５
０
９

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

�
　

愛
知
県
最
低
賃
金
が
十
月
一
日
か
ら

「
時
間
額
七
百
五
十
八
円
」
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

　

日
給
制
、
月
給
制
の
労
働
者
の
場
合
は
、

時
間
当
た
り
の
金
額
に
換
算
し
て
最
低
賃

金
の
時
間
額
と
比
較
し
ま
す
。

　

愛
知
県
の
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

（
七
業
種
）
に
つ
い
て
は
、
改
正
な
ど
の

た
め
現
在
調
査
審
議
中
で
す
の
で
、
今
後

の
改
正
状
況
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

半
田
労
働
基
準
監
督
署　

�（
２
１
）

１
０
３
０

�

�

�

�

�

�

�

	

�

�

�

�

�

�

�

今今月月のの納納税税ななどど
町県民税　　　　　　３期分
国民健康保険税　　　３期分
介護保険料　　　　　３期分
後期高齢者医療保険料　４期分
納期限は１０月 ３１日（水）です。
※口座振替の方は、口座の残高確認をお願いします。

　国内外の航空宇宙関連企業・団体を一堂に
集めたアジア最大規模の航空宇宙産業の展示
会を、１０月９日～１４日の期間に「ポートメッ
セなごや」と「中部国際空港（セントレア）」
で開催します。
　各会場の開催日時は次のとおりです。
▽ポートメッセなごや会場
　１０月９日（火）～１４日（日）
　午前１０時～午後５時
▽セントレア会場
　１０月１２日（金）～１４日（日）
　午前１０時～午後４時
　セントレア会場では、大型機やビジネス機、
ヘリコプターなどの実機展示・飛行展示ほか、
各種イベントを実施します。１４日にはブルー
インパルスが飛来予定です。
□問い合わせ先
　日本航空宇宙工業会　国際航空宇宙展事務局
　�０３（３５８５）１６４１
　ＨＰ　http://www.japanaerospace.jp

２０１２年国際航空宇宙展 
（ＪＡ２０１２）を開催 
２０１２年国際航空宇宙展 
（ＪＡ２０１２）を開催 
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�
　

町
で
は
、
私
立
高
等
学
校
な
ど
へ
通
学

す
る
生
徒
の
保
護
者
に
、
負
担
軽
減
の
た

め
授
業
料
補
助
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

十
月
一
日
現
在
、
次
の
私
立
学
校
に
在

籍
し
て
い
る
生
徒
の
保
護
者
（
授
業
料
負

担
者
）
で
、
阿
久
比
町
に
住
所
を
有
す
る

方
が
、
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

・
高
等
学
校
（
全
日
制
・
定
時
制
・
通
信

制
課
程
）

・
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）

・
高
等
専
門
学
校

・
専
修
学
校
（
高
等
課
程
）

・
愛
知
朝
鮮
中
高
級
学
校
（
高
級
部
）

　

補
助
の
上
限
金
額
は
年
額
九
千
円
で
、

学
校
で
授
業
料
の
納
付
を
全
額
免
除
さ
れ

て
い
る
生
徒
、
国
お
よ
び
県
そ
の
他
の
補

助
制
度
に
よ
り
授
業
料
負
担
の
な
い
生
徒

に
つ
い
て
は
、
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

□
申
請
手
続　

十
月
一
日
〜
三
十
一
日

（
土
曜
日
、日
曜
日
、祝
日
は
除
く
。）の

午
前
八
時
半
〜
午
後
五
時
十
五
分
に
、

次
の
書
類
を
学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

・
私
立
高
等
学
校
等
授
業
料
補
助
金
交
付

申
請
書
兼
請
求
書

・
十
月
一
日
現
在
の
在
学
証
明
書

※　

次
の
学
校
に
は
、
必
要
書
類
を
九
月

末
ご
ろ
送
付
し
ま
す
。
そ
の
他
の
学
校

の
生
徒
は
、
学
校
教
育
課
の
窓
口
で
必

要
書
類
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

私
立
高
等
学
校　

愛
知
高
校
、
愛
工
大
名

�
�
�
�
�
�
�
	



�

�

�

�

�

�

�

電
高
校
、
愛
産
大
工
業
高
校
、
淑
徳
高

校
、
瑞
穂
高
校
、
桜
花
学
園
高
校
、
菊

華
高
校
、
享
栄
高
校
、
啓
明
学
館
高
校
、

桜
丘
高
校
、
椙
山
女
学
園
高
校
、
星
城

高
校
、
大
同
高
校
、
滝
高
校
、
中
京
大

中
京
高
校
、
中
部
第
一
高
校
、
東
海
高

校
、
東
海
学
園
高
校
、
東
邦
高
校
、
同

朋
高
校
、
豊
田
大
谷
高
校
、
豊
橋
中
央

高
校
、
名
古
屋
高
校
、
名
古
屋
工
業
高

校
、
名
女
大
高
校
、
南
山
高
校
、
南
山

国
際
高
校
、
日
福
大
学
付
属
高
校
、
誉

高
校
、名
城
大
学
附
属
高
校
、弥
富
高
校

私
立
専
修
学
校
高
等
課
程　

愛
知
自
動
車

整
備
専
門
学
校
、
あ
い
ち
造
形
デ
ザ
イ

ン
専
門
学
校
、
あ
い
ち
ビ
ジ
ネ
ス
専
門

学
校
、
安
城
生
活
福
祉
高
等
専
修
学
校
、

桐
華
家
政
専
門
学
校
、
さ
つ
き
調
理
福

祉
学
院
、
サ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
、

東
海
工
業
専
門
学
校
、
名
古
屋
工
学
院

専
門
学
校
、
名
古
屋
情
報
専
門
学
校
、

名
古
屋
綜
合
美
容
専
門
学
校
、
名
古
屋

福
祉
専
門
学
校
、
西
尾
高
等
家
政
専
門

学
校

□
問
い
合
わ
せ
先　

学
校
教
育
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
３
８
）

�□
対　

象　

第
二
種
電
気
工
事
士
の
資
格

取
得
を
目
指
す
方

□
日　

時　

十
一
月
二
十
四
日（
土
）、
二

十
五
日（
日
）の
二
日
間
で
、
一
日
目
は

午
前
九
時
十
分
〜
午
後
四
時
半
、
二
日

目
は
午
前
九
時
十
分
〜
午
後
三
時
四
十

分
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

□
場　

所　

県
立
高
浜
高
等
技
術
専
門
校

□
定　

員　

十
五
人
（
申
込
者
が
定
員
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
）

□
費　

用　

受
講
料
二
千
三
百
円
（
材
料
、

テ
キ
ス
ト
は
別
途
各
自
で
用
意
）

□
募
集
期
間　

十
月
一
日（
月
）〜
二
十
九

日（
月
）　

※
要
必
着

□
申
し
込
み
方
法

　
　

講
座
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
勤
務
先
名
・

勤
務
先
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
官
製

ハ
ガ
キ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
子

メ
ー
ル
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。
そ

の
場
合
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
手
順
に

従
っ
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
高
浜
高
等
技
術
専
門
校　

　

〒
４
４
４
‐
１
３
２
４

　

高
浜
市
碧
海
町
４
‐
１
‐
６

　

�
０
５
６
６（
５
３
）０
０
３
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
５
６
６（
５
２
）４
５
７
５

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/

shugyo/koukyou/takaham
a/

�□
日　

時　

十
月
二
十
七
日（
土
）、
二
十

八
日（
日
）　

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

※　

各
日
先
着
七
百
人
に
花
苗
無
料
配
布

□
場　

所　

Ｊ
Ａ
あ
い
ち
知
多
南
知
多
営

農
セ
ン
タ
ー　

農
産
物
集
出
荷
場

□
問
い
合
わ
せ
先　

Ｊ
Ａ
あ
い
ち
知
多
南

知
多
事
業
部
ふ
れ
あ
い
業
務
課

　

�（
６
５
）３
０
０
１
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広報あぐい　２０１２年１０月１日号

広
報　

あ 
ぐ 
い

1063

■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�（４８）１１１１）編集／総務部政策協働課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ/
資源を大切に！この用紙は再生紙を使用しています。

広報あぐいを声の広報ボランティア「あいうえお」が CD録音しています。
ぜひご利用ください。
■問い合わせ先　阿久比町社会福祉協議会・ボランティアセンター�（４８）１１１１

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ９，４４３　　（＋１２）

人　口　２６，８３４人（＋４）

　男　　１３，２５６人（＋８）

　女　　１３，５７８人（－４）

（　　）は前月との増減数

８月中の異動

　出生　３４　　転入　  ９１

　死亡　１５　　転出　１０６

平成２４年９月１日現在

人 口 と 世 帯

主催　ゴミゼロ運動推進連絡会／阿久比町 
□問い合わせ先　建設環境課　fl（48）1111（内310・317） 

10月21日（日） 
少雨決行（雨天の場合 中止） 

期日 時間 

午前7時～午前8時 

各地区でごみ拾いに 
参加して美しい 

住みよいまちづくりに 
協力してくださいね。 

に参加を 


